





































































































　―　いわゆる「掲示板」を、ここでは Topics & Timelinesと呼んでいる。
　―　 個々の教養科目に限らない教養教育全般および「教養の森」センター

































































































発行を受けた上で当該科目の Topics & Timelinesの管理者になってもらい、引
き受けて頂けない場合には「教養の森」センター員が引き受けることが検討され
ている。
　新規コメントへの返信は、現状では 1通のみ書き込むことが可能である。今後、
ある新規トピックに対して複数の返信を付けて「スレッド」状にする様式に変更
することは比較的容易に可能である。参加者からのリクエストが上がれば検討し
たい。
　担当教員への投稿連絡通知メールは、当初は投稿があったことだけを知らせる
ものであったが、使用した教員より「投稿者名・内容がわかる方が良い」との希
望があったため、投稿者名・内容を含むよう変更し、本稿執筆現在、試行中である。
　「ひろば」は、「教養の森」センターによる教養教育活動の改善に資するために
は使われなければならない。そのためには履修者等からの書き込みと、それに対
する教員のレスポンスの 2つの活性化が必要である。
　まず、履修者等からの書き込みを増やすための方策であるが、最も単純な方法
は、授業中に履修生に対し書き込みを促すことである。例えば授業内容に関する
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感想等の書き込みに対しインセンティブをつける、出席点と連動させる、等が考
えられる。この時、書き込みに対する最大の心理的ハードルは、実名が公開され
ることではないかと考えられる。無責任な流言や誹謗中傷がなされることを防ぎ、
かつ、発言に責任を持つことを体験的に学習してもらうことが実名であることの
目的であるが、インターネット上に出た情報（この場合は公開された書き込み内
容）は原理的に消すことができないため、書き込みには慎重を要する。そこで考
えられる方策であるが、例えば教員から履修者へ書き込みリクエストをする際に、
実名でインターネット上に残っても大丈夫な内容や表現にしやすいような（ある
いは不適切な表現が出るほどにはヒートアップしにくいような）課題設定をする
ことが考えられる。また、批判的内容であっても構わないことを受講生に十分に
説明しておく必要もあろう。さらに、書き込みは即時公開ではなく担当教員が公
開の権限を持っているので、書き込みに悪意がなくとも本人に将来的な不利益が
ありそうな文面の場合には「スルーする」ことも教員の役割であろう。逆に、受
講生等との「交流」の場と言っても、単に仲良くなるためのものではなく、言語
を介した議論をするための場であるから、「学生と教員が仲良くなる必要はない」
という批判は全く的外れである。
　FD活動としての「ひろば」システムの最大の弱点は、教員への参加強制力が
弱いことである。元々、「教養の森」センターとしては、教養教育に対し積極的
に取り組む意志がある教員にこそ関与・参加してもらいたいとの意向があるため、
参画してくれる教員に対して何かを「強制」することは極力避けたいところでは
ある。一方、FD活動に教員が積極的に関わっているという事実が対外的に見え
るようにすることは、現在の大学運営にとって重要であることもまた確かであり、
従って「ひろば」が全開講科目で利用されることが望ましい。この点に関して、
今のところ、教養科目担当教員に対して「ひろば」利用を義務付ける、ないし強
制する仕組みは導入していない。そもそも、概念設計の段階で、数量化あるいは
数値目標達成の発想から離れて授業の本質的改善に直結する活動に集中できるも
のを目指すことを主眼としていたため、「ひろば」はそのような要求に応えるよ
うにはできていない。本稿ではこのような強制に意味があるかどうかの議論に立
ち入ることはしないが、今後、外的要因によりそのようなことを可能にする「ひ
ろば」とは別の仕組みの導入を検討せねばならなくなる可能性は否定できない。
　この「教員の利用促進」問題に関して最も重要なことは、「ひろば」を単なる
「目安箱」「苦情相談所」のように認識してもらっては困る、ということである。
あくまでも授業内容を補完し、その進行を補助するための、授業時間外での活動
の場と捉えてもらいたいし、そうなるような利用法を考案してもらいたい。また、
例えば利用法を考えるヒントを得るための機会として、年度終了後等に「ひろば」
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を利用してみた教員同士による意見交換会ないし情報交換会の開催も検討しては
どうか、との提案も頂いている。このような建設的な提案も、立場を問わず、ぜ
ひ「教養の森」センターにお寄せ頂ければ幸いである。
　「教養の森」の実りを豊かにするため、和歌山大学の教養教育に参加する全て
の人々による積極的で自由な活用がなされることを期待する。
Notes
1 今回のシステム立ち上げに当たって採用した各用語もいずれ時代遅れになっていくことは言うまでもな
いが、「ひろば」システム自体もいずれ改変・更新していかねばならないことも明らかなので、それに伴っ
てその時々の up-to-dateな用語を採用すれば良い、という立場をとっている。
2 http://www.wakayama-u.ac.jp/kyoyonomori/hiroba/readme.html
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